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【動画等 製作内容】
〇動画（ 主に下記内容について製作）
①令和元年10月の台風19号（東日本台風災害）における被災状況及び復旧状況（排水機場の照会）
②避難が遅れた原因と教訓　③流域治水の意義や事前準備の重要性（マイタイムライン）　等
〇パンフレット（ 主に下記内容について製作）
緊急治水プロジェクトに位置付けられている排水機場（浅川、岡田川）について機能や役割
【活用状況】
〇長野市復興イベントで放映し、多くの来場者に視聴してもらった。動画公開と併せ、マイタイムライン製作体
験やパネル展示を実施したことで、効率的に防災意識の向上が図れた。
〇現在、ＳＮＳ等による動画公開について準備しており、継続的に防災意識の向上を図る。

今後の方向性
今回作成した、広報用動画及びパンフレットを有効的に活用（※）し、継続的に防災意識の向上を
図る。（※想定される活用例：ＳＮＳ、土砂災害防止月間において県民ホールで放映、出前講座、
排水機場見学者資料　等）

合　　　　　　計 1,276,000
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成　果　指　標 目標値 成果 達 成 状 況

動画の視聴回数 500回 公開準備中

長野市復興イベントでの公開（再生回数） 30回 ３０回

広報用動画、パンフレット（排
水機場）製作

防災事業等の動画製作
パンフレット（デザイン）製作

1,276,000
動画（約7分）製作
パンフレットデザイン
1,160,000円/式×1.1

事業期間 令和6年7月 令和7年3月
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　「復旧及び防災対策」及び「信濃川緊急治水プロジェクト」に係る広報用動画等を製作し、広報す
ることにより地域住民の防災意識の向上をはかる。

現 状 と
課 題

　県では、東日本台風災害からの5年間で、被災個所の復旧と併せて、河川の浚渫工事や堤防強
化対策等、防災対策を実施してきた。また、「信濃川緊急治水プロジェクト」に位置付けられた浅川
及び岡田川の排水機場についても令和6年度完成を予定している。
　しかし、事業の必要性や重要性、特に排水機場の機能や役割については十分な理解が得られ
ておらず、時間の経過に伴う防災意識の希薄化とともに、これら公共施設への理解の低下が懸念
されている。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

防災対策（災害復旧事業、浚渫・堤防強化事業、排水機場整備事業）に関する広報
「対策事業の紹介」及び「排水機場の機能や役割の説明」の動画及び広報用パンフレットを製作・
配布し、地域住民の皆さんに視聴等してもらうよう広報を実施する。
・動画の作成　令和６年７月～１０月
・動画の公開　令和６年１０月６日（長野市計画の復興事業で使用も検討）
・パンフレット作成　令和６年７月～令和７年３月

実 施 機 関 長野建設事務所 担
当
課

計画調査課

事 業 名
「東日本台風災害からの復旧及び防災対策」に
関する広報

026-234-9540

choken-keicho@pref.nagano.lg.jp

令和7年5月16日

横断的な課題 大規模災害の経験を生かした自然災害に強い地域づくりの推進

地域重点政策 大規模災害の経験を生かし「自然災害に強い持続可能な長野地域」をつくる 長野地域振興局
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